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桃山学院大学社会学部主催・桃山学院大学社会学会共催 公開ゼミナール 

 

社会学で読み解く日常のつながり 

〈恋愛〉と〈友情〉を社会学する 
 

2011 年 11 月 26 日（土）15 時～17 時 桃山学院大学 ２号館 ３階 ハイビジョンシアター 

 

あらゆる事象を研究対象とする社会学 

社会学は「恋愛」と「友情」をいかに読み解くのか 

気鋭の社会学者と桃山学院大生による公開ゼミナール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅野智彦 

ASANO  Tomohiko 

東京学芸大学准教授 

 

羽渕一代
HABUCHI  Ichiyo

弘前大学准教授

岩田 考 

IWATA  Koh 

桃山学院大学准教授 

        

 

         

                岩田ゼミ

事前申し込み不要。どなたでも自由にご参加いただけます。



 

 

 

 

 

 多くの社会問題が存在する中、今、なぜ恋愛と友情をとりあげるのか。「草食系男子」「モテ／非モテ」「婚活」など恋愛や結婚をめぐる議論では、

晩婚化や未婚化を招く若者の消極さが、少子化の背景とされることも少なくない。友人関係も、ケータイやソーシャルメディアの影響もあって、24

時間結びつくような関係の濃密化により、「友だち地獄」とも呼ばれる非常に息苦しいものになっていると問題視する声がある。 

 しかしながら、今日の恋愛や友人関係のあり方それだけを問題にしたいわけではない。東日本大震災の後、マスメディアでは「ひとつになろう日

本」など人々に連帯をもとめるフレーズが毎日のように叫ばれた。しかし他方で、批評家の東浩紀も指摘するように、原発事故をめぐる利害の対立

などによって、むしろ人々のこころは「ばらばらになってしまった」かのようだ。社会関係資本論の指摘を待つまでもなく、人々の「つながり」の

あり方は、民主的な社会の運営にとって大きな意味を持つ。 

 若者はしばしば社会を映し出す鏡だと言われる。大学生にとって最も身近な恋人や友人との関係をてがかりとして、現代日本における「つながり」

の可能性を社会学的に探究してみたい。当日は、大学生による恋愛や友人関係に関する研究報告をもとに、青少年研究の専門家である２人の社会学

者をお招きして、「身近なことを社会学する」意味も問いつつ、公開ゼミナールという形式で討論を行う。 

アクセス 

 

 

 

 

問い合わせ先 

学校法人桃山学院 企画課広報室 
〒594-1198 

大阪府和泉市まなび野 1 番 1 号 

TEL 0725－54－3131（代） 

FAX 0725－54－3203 

e-mail  koho09@andrew.ac.jp 

URL http://www.andrew.ac.jp 

※事前申し込み不要。 

 どなたでも自由にご参加いただけます。 

 

◆講師◆ 

  浅野智彦（あさの ともひこ） 

東京学芸大学教育学部准教授。1964 年生まれ。東京大学大学院社会学研究科博士課程単位取得退学。専門は、自己物語論、若者文化論。著著に、

『自己への物語論的接近－家族療法から社会学へ』（2001 年・勁草書房）、『趣味縁からはじまる社会参加（若者の気分）』（2011 年・岩波書店）、

『検証・若者の変貌－失われ 10 年の後に』（編著・2006 年・勁草書房）、『〈若者の現在〉文化』（共編著・2012 年刊行予定・日本図書センタ

ー）など。 

 羽渕一代（はぶち いちよ） 

弘前大学人文学部准教授。1971 年生まれ。奈良女子大学大学院人間文化研究科博士課程単位修得退学。専門は、家族社会学、情緒社会学。著書

に、『どこか〈問題化〉される若者たち』（編著、2008 年・恒星社厚生閣）、『Personal, Portable, Pedestrian; Mobile Phones in Japanese Life』

（共著・2005 年・MIT Press）、『デジタルメディア・トレーニング―情報化時代の社会学的思考法』（共著・2007 年・有斐閣）、『近代化のフ

ィールドワーク―断片化する世界で等身大に生きる』（共著・2008 年・東信堂）など。 

◆研究報告◆ 

  2011 年度 桃山学院大学 社会学部社会学科 岩田ゼミ 3 回生 15 名 

 池宮彩佳・大森理紗子・奥田彩可・木田哲弥・左海季実子・坂口千佳・仲野雅美・藤保ちひろ・大谷祥子・川口貴史・北田峻介・常石由里香 

 中西由茉・西川真由・藤林彩 

◆司会◆ 

 岩田 考（いわた こう） 

桃山学院大学社会学部准教授。1968 年生まれ。東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科博士課程単位修得満期退学。専門は、教育社会学、青

少年研究。著書に、『若者たちのコミュニケーション・サバイバル－親密さのゆくえ』（共編著・2006 年・恒星社厚生閣）、『進路選択の過程と構

造―高校入学から卒業までの量的・質的アプローチ』（分担執筆・2010 年・ミネルヴァ書房）、『考える力が身につく社会学入門』（分担執筆・2010

年・中経出版）、『いのちとライフコースの社会学』（分担執筆・2011 年・弘文堂）など。 

◆運営協力◆ 

 2011 年度 桃山学院大学 社会学部社会学科 岩田ゼミ４回生 21 名 

明田梨花・乾貴史・大井拓哉・大黒茉莉子・小川未希・尾崎浩也・熊谷彩香・後藤美紀・芝崎太郎・清水奈々・田川晃行・谷本菜穂子・田上綾乃 

辻文恵・箸方真幸・増池夏香・森麻美・森治実・森田瑛未・矢野洋平・芳村啓輔 

桃山学院大学社会学部主催・桃山学院大学社会学会共催 公開ゼミナール 

 社会学で読み解く日常のつながり〈恋愛〉と〈友情〉を社会学する 

2011 年 11 月 26 日（土）15 時～17 時 桃山学院大学 ２号館 ３階（2-301） ハイビジョンシアター
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